
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義

講義 永田

講義

講義

講義

GW/講義

GW/発表

試験

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

よりよい看護実践をするための看護管理および看護倫理の基本を学ぶ。

授業内容

時間

看護管理 14

１）倫理的課題とは　２）倫理的課題への気づき

外部
講師１．看護管理の目的

　１）看護管理とは　２）管理とは、組織とは

２．看護師の仕事とその管理

４．看護管理のスキル

　１）人間関係を構築する技術

２．看護の倫理的課題とは何か

分野 開講年次 講師名

専門分野 看護管理・倫理 １（３０）
３年前期

（令和7年度）

外部講師
永田　まなみ

（実務経験あり）

(2)

　　２）看護倫理の歴史と変遷

　２）組織の効率性を高める技術

看護倫理 計14

　　４）看護の倫理綱領　５）看護実践上の基本的責任

１．看護倫理とは何か（テキスト6・７章）

　　１）看護倫理を学ぶ意義

(4)

　　３）ケアとは、「ケアの倫理」が示す実践の方向性

　１）よりよい看護実践をするために

　２）患者の権利擁護と看護倫理

　３）看護実践の評価

　１）看護師の仕事　２）機材・物品の管理

　３）情報の管理

３．看護サービスの組織化

３．看護の倫理的課題へのアプローチ（テキスト8章） (4)

　　１）アプローチのツール

４．看護の倫理的課題を実習を通じて学ぶ

　　（レポート提出）

(4)

試験 2

系統看護学講座　専門分野　看護管理（医学書院）
系統看護学講座　別巻　看護倫理（医学書院）
「看護職の基本的責務」(日本看護協会出版会）

筆記試験、レポート、出席状況で総合的に100点（看護管理：５０点・看護倫理５０点）で評価
する。


